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近年，社会体育分野において婦人の進出はめざましいが，特に，家庭婦人といわれる主婦層
の活躍には目を見張るものがある。体育施設の昼間の利用者は主婦を中心としたスポーツクラ
ブがほとんどである。これらのスポーツクラブは，個人のスポーツ欲求を充足する場として機
能することはもちろんであるが，婦人の学習の場としてその人格形成にも影響を与え，更には
地域社会を強化 ・ 統合しコミュニティの形成に機能していると考え られてし1~2i。
ところで，E市の婦人水泳クラブは，昭和47年にE市青年センターにプールが完成し， 婦
人水泳教室を市が開催して以来大きな発展をとげている。現在では，市内に7つのクラブを有
し活発な活動を展開している。このスポーツクラブの発達過程及び実態を把握することは，ス
ポーツクラブの機能を実証的に研究する上で興味深い事例である。
そこで，今回， E市婦人水泳クラブを対象に面接調査と質問紙法による実態調査を実施した。
小都市においてスポーツクラブが地域にどのように機能しているか実証的な分析を行うととも
に，婦人を中心としたスポーツクラブが参加者自身やその家庭にどのように機能しているかに
ついて検討したいと考えた。
E 調査の方法
面接調査の対象としたのは，E市に登録されている 7つの婦人水泳スポーツクラブの各代
表者7名， 行政側の担当者1名， E市水泳連盟の理事長，水泳教室の指導者1名であった。
このうち水泳教室の指導者1名とクラブの代表者l名には面接することができなかった。
質問紙による調査は，前述の7つの婦人水泳
スポーツクラブの中から無作為に抽出した111
名であった。このうち109名が有効回答である。
表1 被検者のクラブ別人数
7ラプ名iP j K j L j M j B j T j Ka j合 計
人数 I19 I 29I 17 I 14I 10 I 10I 10 I 109 
被検者のクラブ別人数は表1に示した通りである。集計は，NEC , PC 9800 VM 4を用い，
R BASE, SYSTEM V及びMICROSOFT,MUITIPIANを使用し統計処理を行った。
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調査期聞は， E市教育委員会と打ち合わせ終了後， 昭和62年11月17日から昭和62年12月10
日のおおよそ 3週間であった。
E 結果と考察
1.婦人水泳クラブの発達過程
最初に，昭和47年当時のE市の環境的条件やフール施設建設の経緯及び周辺の状況につい
て説明し，婦人水泳教室がスポーツクラブとして自立し発展していく過程について述べること
にする。
(1）婦人水泳クラブ発生の経緯
E市は周辺に海がなく，川はあるがそこで泳ぐことはできない。このような地理的環境か
ら市民はほとんど泳げない状態であった。そこで， E市は「市民皆泳」をめざして，社会教
育施設としてのプールの建設計画を推進した。 E市の計画は，労働省の雇用促進事業団の補
助と文部省都市型青年の家の補助を得て勤労青少年センタ とー して実現した。
青少年センターは温水プールと体育館，研修室などの整った総合的なセンターである。E
市では水泳を多くの市民に普及させるために，①学校の先生に泳力を身に付けてもらうことと
同時に指導者の養成を行う，②婦人層への浸透，③勤労青少年への普及，④士気誘発のために
選手の養成の4つを柱とした対策を講じた。婦人を対象とした水泳教室が開催されたのは，こ
のような行政の普及対策の一環であることが理解できる。子ども達に身近な指導者としての母
親の果たす役割は大きい。「母が泳ぐことによって子も泳ぐ」このことは水泳普及の近道で、あ
るといえる。安全対策の面からも，婦人に期待するところが大きい。母が泳げるということは
子どもを水の事故から守ることにつながるからである。婦人のこのような特性が， E市の「市
民皆泳Jのための水泳普及に大きく貢献し，水泳を通じてのコミュニティづくりに一役を担う
ことが期待された。
E市は婦人水泳教室を開催し主婦層に水泳指導を行なった。婦人水泳教室の指導体制は，
当時青年センター職員であったK氏を全体の指導者として，そのほかに 2名の臨時指導員で
あった。第1回の教室には，140名の申し込みがあり当初の定員枠を増やして対応するほどの
人気であった。全く泳げない人を対象とした教室を「なぎさ」，なぎさを修了し25メー トル泳
げる人を対象とした教室を「しぶき」と命名した。初心者が水泳を習い始めた場合，「なぎさ」
で指導を受け，更に「しぶきjでもう少しレベルの高い指導を受けることができるようになっ
ていた。当初は，同じ人が何回でも教室に参加できたことと，週2回の活動であったことから，
技術の進歩も大きく，当時の参加者の中からは指導員資格取得者が多く育った。現在開催され
ている 「なぎさ」「しぶき」 は，指導者と して成長したこれらの人々を指導員に市が委託して
実施されている。その他にも，多くの人々が今日の婦人水泳クラブの指導的な立場にあって活
躍している。
現在の社会体育分野においてスポーツクラブは，市町村の教育委員会が主催するスポーツ教
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室が母体となって発生している例が多い。スポーツ教室は 「日ごろスポーツの機会に恵まれな
い未組織あるいは潜在的スポーツ人口に対して，活動内容，施設，用具， 指導者などの条件を
スポーツを中心としての教育活動である。」潜在的な意図的・計画的に行われる，整備して，
スポーツ人口の発掘は，生涯体育のための行政対策である。公共団体がスポーツ活動のお膳立
E市の場合も行これは行政サービスとして重要なことであると思う。てを行う訳であるが，
政サービスとして婦人水泳教室が開催されたが， E市の特徴的なことと して注目したいことは，
婦人の地域や家庭に与える影響に着目し，水泳普及対策の一環として子どもの身近な指導者と
して婦人を位置付けたことである。このことは，水泳の安全対策の面からも意義あるものと思
つ。
水泳にほとんど触れたことのなかった主婦層が，市が主催する教室に参加し，水泳技術を習
得し，現在では指導的立場にあって普及に努めている。 行政の対策であった身近な指導者の養
成が見事に成就したわけである。このことは，婦人の水泳教室発展の一つの理想的な形といえ
るのではないだろうか。
自主クラブの発達過程(2) 
現在E市には，婦人水泳クラブが7つある。それぞれが発達の経緯を持ち，特色ある活動
E市の婦人水泳愛好者E市婦人水泳クラブの発達図を示したが，を行なっている。図 lに，
E市は水泳教室を開催してから 2年後の昭の自主活動は 「E婦人水泳サークjレJに始まる。
和50年に， 自主クラブとして自立するよう婦人教室のメンバーに指導を行なった。その結果，
しかし，「E婦人水泳サークル」というスポーツクラブが設立され独立した活動を開始した。
半年後には成員聞の意見の食い違いから「Kクラブ」と 「Pクラブ」の二つのクラブが形成
それぞれが独自の活動を行なうようになる。一方が「Kクラブ」を設立し，残った Eされ，
婦人水泳サークルはクラブ名を 「Pクラブ」と改めたのである。
E市婦人水泳クラブの発達図
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昭和54年には，新たに「LクラブJが発足した。 Lクラブの代表は，転勤により一度Kク
ラブを辞めた人である。再度E市に戻った際に，すでに体操クラブと して活動の基盤のあっ
たスポーツ集団を母体として，その中の水泳部門を水泳単独のクラブと して独立させ Lクラ
ブとして発足させた。
M クラブは，昭和57年に50歳以上の主婦を対象として設立された。Pクラブの中の50歳以
上の人達が中心となってクラブから発展的に分裂した。Pクラブとは，兄弟クラブとして協
力関係を維持している。
昭和58年には，勤労婦人が中心となって「Bクラブ」が形成された。活動時間が他のクラ
ブと全く違うので，婦人水泳クラブとしては，特殊な位置づけがなされる。
昭和59年には，「Tクラブ」 が誕生した。このクラブは，E市主催の「なぎさ」から直接
的に全く新しい流れとして発足している。
最も新しいクラブは，昭和61年に発足した「Kaクラブ」である。 Kaクラブには面接調査
することができなかったので，詳しい実態は報告できない。
以上がE市における婦人水泳クラブの発達過程の概要である。発達過程で興味深いのは，
PクラブからM クラブが独立した形である。スポーツクラブの成員聞に大きな年齢差がある
ことは練習計画を立てる上で問題が多い。若い人と高齢者では，運動能力に差があり，興味の
対象も違うので，円滑なクラブ運営を妨げることにつながる。その点で，Pクラブが高齢者
中心のM クラブを作り2つに分離したことは，それぞれのクラブが成員にあった独自の活動
が可能になり，お互いのクラブにとって有益であったといえる。一方，Mクラヲゃの存在は，
高齢化社会と言われる今日，高齢者の生きがいを追求する活動の場として大きな期待が寄せら
れる。
発達過程で問題が残るのは，Pクラブと Kクラブとの間にあるわだかまりである。 代表的
な立場にある人々の聞に意識のずれが生じた場合，クラブの分裂が起こることは十分に予想さ
れるが，まず，クラブに民主的な雰囲気を作り上げ，成員の総意が生かされる運営を心がける
ことが重要である。スポーツ教室は，スポーツ技術を伝達する以前に仲間を作る場として参加
者聞のコミュニケ シーョ ンを図らなければならない。スポーツクラブは人間関係が作り出すも
のであるから，クラブの成員の人間形成に正しく機能するクラブであってほしいと思う。
しかし，これら人間関係のトラブルを乗り越えて，現在の婦人水泳クラブは，それぞれの代
表者が強い信念をもって活動している。 E市が婦人の水泳普及に着手した意図は，15年経っ
た現在各クラブの中で実践され更に発展しているといえる。
2. E市婦人水泳クラブの実態
次に各クラブの実態について詳しい説明を行なうことにする。スポーツクラブを維持 ・発展
させるために必要な条件の検討を試みるとともに，各クラフの特徴をまとめたいと思う。
(1）成員数及び年齢
成員数を図 2の通り年度推移で示したが，ここでは第一にPクラブの52年の激減が特異で
人数
100 
50 
図2 成員数の年度推移
d -
Kクラブー
Tクラブ
Pクラブ
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ある。これは前述した通り Kクラブへの成員の移行が原因である。 53年にはクラブ員が増え
てPクラブの土台づくりができた。 Kクラブは7つのクラブのうち最も会員数の多いクラブ
で100名以上の規模である。 Bクラブは50歳以上の婦人を入会資格としたクラブであることか
ら会員が24名であるが，Bクラブの代表者は高齢者のクラブとして活動する上で適当な人数
であると考えている。 成員数を総合的にみると，40～50前後の数字が多い。これは，青年セン
ターが施設利用の面から，クラブの定員を40～45名程度におさえる指導を行なったことが影響
しているためである。なお，Kクラブは独自の信念から，クラブ員の調整を行なっていない。
成員の年齢は表2に示した通り32歳から67歳までで平均年齢は48歳であった。このうち30代
が23名，40代が36名，50代が37名，60代が13名で40歳から59歳までの婦人の参加が多いことが
わかった。
次に，水泳継続年数を表3に示した。水泳を初めてから 1年に満たない人から16年続けてい
る人まで様々であった。特に， 2か月から 4年までの人が多く全体の約60%を占めていた。 5
年以上の人は数人ずっぱらついていた。 水泳は，年齢に関係なく誰もが参加できるスポーツで
ある。手軽な運動ではあるがそれを長く継続することは多くの困難があると考えられる。 E
市の場合も 5年以上の人は数人ずつであることから，継続することの困難さが理解できる。
婦人が豊かな人生をおく るためには，健全なスポーツクラブ活動を長く継続することは意義
あることである。ここで長く続けている人々は，水泳が生活の一部となって人生に大きく関わっ
ていくのではないだろうか。
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(2）市主催水泳教室参加の有無
E市が主催する婦人水泳教室「なぎさ」「しぶき」の参加について調査した結果を表4に示
した。参加していた人と，参加していない人と半数ずつであったことがわかった。教室参加経
験者は， E市の教室で水泳を学ぶことによって水泳に興味を持ち，自主クラブを設立したり，
すでに既成のクラブに参加したものと考えられる。教室に参加していなかった人々は，各クラ
ブの会員募集によって活動を始めたものと思われる。
この結果から，E市主催の教室が，潜在スポーツ人口を発掘し， スポーツ活動を継続するきっ
かけを婦人に与えていることが理解できる。また，クラブ独自の初心者指導も地域に浸透して
いるといえる。
表2 n文 民の年齢
年 齢 N % 
32 2 1.83% 
33 1 0.92 
34 1 0.92 
35 2 1.83 
36 5 4.59 
37 4 3.67 
38 3 2.75 
39 5 4. 59
40 8 7.34 
41 2 1.83 
42 4 3.67 
43 4 3.67 
44 3 2.75 
45 0.92 
46 2 1.83 
47 5 4.59 
48 2 1.83 
49 5 4. 59 
50 2 1. 83 
51 2 1.83 
52 7 6.42 
53 4 3.67 
54 6 5.50 
55 3 2.75 
56 4 3.67 
57 4 3.67 
58 3 2.75 
59 2 1. 83 
60 1 0.92 
61 2 1. 83 
62 2 1.83 
63 1 0.92 
65 2 1. 83 
66 3 2.75 
67 1 0.92 
NA 1 0.92 
ノ口〉、 計 109 100.00% 
(3）成員の水泳技術
成員の技術の程度をマークテストの結果と指
導員資格の取得者数からみていくことにする。
Pクラブは，マークテスト 3級以上が17名，指
導員資格取得者が3名いる。 Kクラブはその
規模からして，資格者はさ らに多くマークテス
ト3級以上が34名，指導員資格取得者が24名で
表3 継続 年 数
経験年数 N 。 11 
11 
2 15 
3 14 
4 13 
5 7 
6 7 
7 5 
8 4 
10 4 
11 2 
12 2 
13 2 
14 3 
16 
NA 8 
合計 109 
表4 水泳教室参加の有無
Lt p 
いい え
N 
メ主、
口
A 
計
54 
54 
109 
% 
10.09 % 
10.09 
13.76 
12.84 
11. 93
6.42 
4.59 
6.42 
3.67 
3.67 
1.83 
1.83 
1.83 
2.75 
0.92 
7.34 
100.00% 
49.54% 
49.54 
0.92 
100% 
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ある。 Lクラブは指導員資格取得者が3名， M クラブは1名である。Bクラブと Tクラブ
は有資格者がいない。新しいクラブであるから成員の技術もそれ程進歩していないこともある
が，実力のあるクラブ員が検定の受験に積極的でないことも原因である。
資格にこだわり過ぎたり，技術の高低に対する執着は，成員聞に必要以上の競争意識をかり
たて， 人間関係に トラブルが生じることになるため，十分懸念しなくてはならないが，指導者
養成の面から指導員資格を取得して リー ダ一的立場でクラブの発展に寄与することは重要なこ
とである。
次に，質問紙法によりスポーツクラブ入会以前の成員の泳力について調査した。 参加者の20
歳代までの泳げる距離をlOOm以上，50m,25m, 0からlOmの4つの段階で回答してもらった。
結果は図3に示す通りである。
小学校時の泳力では100m以上泳げたと答えた人は1名，50m以上泳げたと答えた人がl名，
25m以上泳げたと答えた人が1名で，100名がOから10mのほとんどあるいは全く泳げないと
答えている。中学校時は，25m以上泳げたと答えた人がl名増えた以外は，小学校時の結果と
図3 クラブ参加前の泳力 （%）
小学校時 中学校時
91. 7 90.8 
高校時 20代
0.9 
5. 5 
90.8 
仁コ ト10 .. 50以上 巴ヨNA
~ お以上 騒~－ 100以上
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変わりなかった。高等学校時は， 中学校時と全く同じであった。 20代ではlOOm以上泳げたと
答えた人がさらに 2名増えて 3名となった。この2名について追跡調査を行った結果l名はス
ポーツクラブに入会したのが28歳の時で，本格的に水泳を始めたのも28歳であると答えている
ことからlOOm以上の泳力が身に付いたのは，クラブ入会後と推測できる。もう l名については，
クラブ入会が34歳であり，それ以前に得た泳力であると言える。以上のことから約90%の人が
水泳クラブ入会以前には，ほとんどあるいは全く泳げない状態であったことが理解できる。
(4) 活動場所・時間
活動の場所は，いずれのクラブも青年センターである。青年センターは婦人水泳活動の中心
となっているが，水泳がクラブ以外の市民にも浸透した現在，一般の利用が多く，各クラブ週
一回のみ利用している。クラブでは，週2回の練習を希望するところが多いが，施設の現状か
らやむを得ない制限である。そのため，週l回の練習を定例化しているクラブもあれば，他に
練習場所を求めて近隣市町のプールへ行ったり，国体施設として北海道がE市に建設したプー
ルを利用することで練習を補っているクラブもある。国体施設は，交通の便が悪いことや，飛
び込み競技の施設であることなど利用上不便な点が多く，もっと身近な施設の充実が必要であ
る。スポーツクラブの健全な育成面からも，施設は利用者の希望にかなうものであってほしい
と思う。
(5）経費
会費は，クラブ運営の財源である。各クラブとも，スポーツ障害保険料を含めて，年会費4
千円一 6千円程度である。Tクラブは1万円であるが，これには指導者への謝礼や親睦会の
費用がすべて含まれている。全クラブ年会費を一括して支払う形であるが，これは，クラブ運
営の円滑化を図るためである。
E市は，これらのクラブに対して，フール使用にあたってクラブ専用のコースを 2コ スー
保証すると共に，クラブ登録により使用料を減免するなどの援助を行っている。
(6）練習内容
Pクラブの練習内容は，30分がアッフとキック，30分が各週ごと目標を定めた自由練習，
残り1時聞は自主練習である。自主練習が出来ない初心者は，指導員資格を持つ成員によって
技術指導を受ける。成員聞で協力して練習している姿と，個人の－自主活動を尊重した雰囲気が
感じられる。 Kクラフ、、の練習内容は前半が初心者指導で，後半は成員の自主練習となっている。
Lクラブの練習内容は前半が初心者指導を徹底し， 後半は自由な自主練習の形をとっている。
自主練習は個人の力に合わせた無理のない内容である。 M クラブの練習は，アップ200キュク
200プル200は必ず行い，その後はクロール ・背泳ぎ ・平泳ぎを練習日ごとに重点を変えて実施
している。 バタフライや飛び込みは高齢者には無理である。自分のペースで泳ぐことを心がけ，
フォームにはあまりこだわっていない。 Bクラブは最初はキック300～500を全員行うが，そ
の後は，成員の技術の程度が違うので各自自主練習を行っている。初心者に対しては，成員全
員が協力して助言をしている。 Tクラブは，最近，水中ゲームをアップに取り入れて，成員
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にたいへん好評である。 今まで委託指導員に任せてきた練習内容も，今年からは成員聞で話し
合って決めている。少しずつ技術面で、も自立していることが感じられる。
ほとんどのクラブの練習計画は，初心者指導と自主練習の二本立てである。メンバーの自学
自習の態度はスポーツクラブの基本理念である。クラブ、内で、初心者と経験者が，互いに助け合
い指導することは，スポーツクラブにおける活動の基本的な形であるといえる。
(7）広報活動
Kクラブは成員数が多いため，クラブの雰囲気作りには十分配慮がなされている。設立当
初から今日に至るまでの広報活動もその一つである。 広報紙の発行は毎月欠かしたことがなく
現在126号を数えている。広報の内容は技術のポイン 卜説明，親睦行事の案内， メンバーの感
想などである。 Kクラブ以外に広報を発行しているクラブにはTクラブがある。広報で成員
の意見を把握し，成員の意志が反映されたクラブ作りを進めている。その他のクラブは， 連絡
事項を必要に応じて配布しているが，明確な広報活動は行っていない。
広報活動は，クラブの士気を高め，広く地域社会にクラブ活動の趣旨を理解してもらう上で
価値あることであると思う。多くのクラブが活発な広報活動を実施してほしいものである。
(8）親睦行事
全てのクラブが親睦のための行事を企画 ・実施している。水中運動会，葡萄狩り，日帰り旅
行，お花見などである。 Mクラブは一泊旅行を行っているが，たいへん出席率が良く まとま
りのあるクラブを感じさせる。 Tクラブは，泳げなくなってからも成員の特技を生かして，
人形作りや書道などの文化的な活動を取り入れて，現在の仲間関係を長く続けたいと考えてい
る。クラブとは本来そうしたものである。水泳だけの関係に留まらず，幅の広い活動をしなが
ら人間関係を深めることが重要である。
Kクラブは成員が多いため，定例練習以外の行事で支流を行っている。と りわけ興味深い
のは，遠泳を実施していることである。海での遠泳練習は安全対策が万全でなければならない
ので，最近では，その意義を認めながらも敬遠する傾向にある。このような風潮の中で遠泳を
実施することには多くの犠牲が強いられるが，クラブ員やその家族には得難い体験となる貴重
な行事となっている。
成員にとって，水泳の練習は魅力的であるがそれと同じく らいクラブの仲間との語らいも重
要なものである。成員聞の親睦を図るために，クラブは，親睦行事にも十分配慮しなくてはな
らない。
(9）社会的な活動
社会的な活動で上げられるのはPクラブKクラブ及びM クラブである。 Pクラブは端息
児の水泳サークル「エンゼル」 の技術指導ーを引き受けている。 端息児母の会から指導依頼を受
け，クラブ内で十分協議し，手伝いの範囲，責任問題を明確にした後に，水泳の相手をすると
いうことで引き受けた。指導は当番制でクラブ員全員が協力している。実際の活動には多くの
困難が生じるが，代表者は，自分達だけの活動に止どまらず，広く地域に貢献することも，ク
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ラブとして大切なことであるという信念から今後も続けたいと考えている。
Kクラブは，心身障害児の水泳サークルである「ピッ コロ」 の指導をおこなっている。日
ごろ成功感を味わう機会の少ないハンディを持った子どもたちに，少しでも自信をつけさせた
いという親の願いからスター卜したこのクラブを， Kクラブの人々は熱意をもって指導して
いる。メンバーの献身的なボランティア活動で，子ども達の健全な育成に大きく貢献している。
Mクラブは毎年おむつを作り養護老人ホームへ贈っている。 代表のI氏が中心となって同
じ高齢者に対して，少しでも役に立つことがあればと始めたのである。I氏は，自分達の健康
に感謝して一針一針縫うことに意義があることを成員に説いて， これからも続けていきたいと
語ってくれた。
社会的活動の中にはそれぞれのクラブの信念が貫かれているのを感じる。このような社会的
活動を通して，成員は多くのことを学び，そのことが，成員の人間形成に大きく作用する。ま
た，これらの社会的活動は，スポーツクラブが地域社会に貢献していることを示唆するもので
あり，スポーツクラブ活動が社会的に機能していることが理解できる。
3.参加者の意識
これまでは，クラブの実態について述べてきた。次に，クラブ内の成員はどのような意識で
活動を行っているのか，質問紙により調査した結果をまとめる。
(1) 入会の動機
入会の動機について記述式で調査したものをまとめたのが表5である。なお，この結果は複
数回答である。入会の動機を表6に示すように5つの項目に分類した。身体的動機としては，
健康のため，運動不足解消，リハビリテーション，体力維持向上，肩凝り解消，体調改善など
表5 入 会の動機 （人数）
健康のため 50 
J永げるようになるため 9 
運動不足解消 5 
仲間づくり 4 
リハビリ テーション 4 
体力維持向上 4 
水泳教室から引き続き 3 
運動がしたかった 3 
友人の紹介 3 
時間ができた 3 
水f永が好き 3 
子どもに教えるため 2 
子ともと一緒に泳ぐため 2 
子どもが習い始めたので 2 
水泳技術の向上 2 
肩凝り解消 2 
家族で楽しむため
楽しみのため
子どもに勧められた
体調改善
NA 16 
120 
が上げられる。この項目がおよそ60%近くを占
めていた。 次に， 泳げるようになるため，水泳
が好き，水泳技術向上，水泳教室から引き続き
などの技術的動機が13%，子どもに教えるため，
子どもが習い始めた，家族で楽しむためなどの
家族の影響によるものが6%，仲間づくりなど
の社会的な動機が6.5%であった。
表6 動 機 の分類
I頁 目 人数 % 
身体的動機 69 57.5 % 
技術的動機 16 13.33 
社会的動機 8 6.67 
家族の影響 7 5.83 
その他 4 3.33 
N A 16 13.33 
120 100 
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入会の動機については，多くの婦人が身体的な理由を上げていることがわかった。水泳は無
理のない全身運動であり，身体的な健康のための一つの手段として広く支持されるスポーツで
ある。この調査からも，健康に与える効果が多くの人に期待されていることが理解できる。
(2）活動の目的
後述のような内容で項目を上げ，（ ）の中に目的として重視している順に番号を記入し
てもらった。
）身体的健康価値 （体力づく り・運動不足解消・肥満防止 ・美容）
）精神的健康価値 （好奇心・決断力・勇気 ・忍耐力 ・自主性 ・注意力・集中力・ 豊か
な個性）
）社会的健康価値 （責任感・思いやり ・役割分担 ・集団との関係 ・人間関係 ・親睦 ・
交流）
）生涯教育 ・生涯体育（運動の生活化 ・生涯にわたる運動実践の習慣化・人生を豊か
にする）
）競技力向上（水泳技術を高める・大会に参加する ・指導者等の資格を取得する）
結果は表7に示した。1位を付けた目的で最も多かったのは身体的健康価値で75.2%であっ
表7 活動の目的
注；ト 身 体的 精神的 社会的 生 j屋 競技力向上
82 75.23% 6 5.50% 。 。% 4 3.67% 5 4.56% 
2 12 11. 01 40 36.70 14 12.84 19 17 .43 。 。
3 3 2.75 20 18.35 34 31.19 21 19.27 5 4.59 
4 。 。 14 12.84 30 27.52 32 29.36 5 4.59 
5 。 。 5 4 .59 4 3.67 5 4.59 61 55.96 
NA 12 11. 01 24 22.02 27 24. 77 28 25.69 33 30.28 
109 100 109 100 109 100 109 100 109 100 
た。そのほかには，精神的健康価値に l位を付けた人は5.5%，生涯教育に 1位を付けた人は
3. 7%，競技力向上に 1位を付けた人は4.6%であった。なお，社会的健康価値に l位に付けた
人は誰もいなかった。身体的要素を第一の目的と考えて活動している人が圧倒的に多いことが
解った。 2位を付けた項目で最も多かったのは精神的健康価値の36.7%であり，次が生涯教育
の17.4%，社会的健康価値の12.8%，身体的健康価値の11%の順であった。競技力向上に 2位
を付けた人はいなかった。3位の項目では，社会的健康価値の31.2%が最も多く，続いて生涯
教育の19.3%，精神的健康価値の18.4%，競技力向上の4.6%，身体的健康価値の2.8%の順で
あった。 4位の項目では，生涯教育の29.4%が最も多く，続いて社会的健康価値の27.5%，精
神的健康価値の12.8%，競技力向上の4.6%の順であった。身体的健康価値に4位を付けた人
はいなかった。 5位の項目では，競技力向上の56%が最も多く，続いて精神的健康価値と生涯
教育の4.6%，社会的健康価値の3.7%の順であった。 身体的健康価値に5位をつけた人はいな
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かった。 5位の目的では，競技力向上が多いことがわかった。
以上の結果をまとめると，身体的健康価値を目的として最も重要に考えている人が多く， 競
技力向上は目的の中でも最も重視していないということがいえよう。また，精神的健康価値や
生涯教育，社会的健康価値などは， I位でもなく 5位でもなく中間にある目的であるといえる。
(3) 家族の理解
主婦の多くは家事労働を担当している。主婦が不在となると，なんらかの形で家族に迷惑を
及ぼすこととなる。そのため，主婦の社会的な活動には家族の理解と協力が必要であると考え
られる。そこで，家族の理解とその意識について調査した。表8の数字が示す通り， 89%の人
が自分の活動には，家族の理解と協力が必要であると答えた。なお，必要ないと答えた人が1.8%, 
どちらともいえないが7.3%，無回答が1.8%であった。
ほとんどの人が家族の理解と協力が必要であ
ると考えていることがわかったが，それでは，
実際に家族は理解を示しているのであろうか，
参加者の家族の理解度について調査した。表9
に示すように， 「とても理解があるJ「理解があ
る」 「普通」「理解してくれない」「全く理解し
てくれない」の5段階評価を行った。結果は，
とても理解があるが39.5%，理解があるが
35. 8%，普通が22%で，この合計が97.3%であっ
た。ほとんどの人が家族の理解の基で活動して
いることがわかった。なお，全く理解してく れ
ないと答えた人はいなかったが，理解してくれ
ないと答えた人が2名あり，そのうち 1人が入
表8 家族の理解の必要性
必 要 97 
不 必要 I 2 
どちらとも I s 
N 
?
??
2 
109 よ入口
表 9 成員の家族の理解度
88.99% 
1.83 
7.34 
1.83 
100% 
とても理解がある
理解がある
ふつう
理解がない
NA 
メ主、
口 計 109 
??
?
??
? ?
?
??
?? ?
?
?
39 .45 % 
35.78 
22.02 
1.83 
0.92 
100 
会3年，もう 1人が4年であった。
ほとんどの婦人が家族の理解が必要と考えており， 実際に家族の理解と協力の中で活動を
行っている実態が明らかとなった。しかし，わすか1.8%ではあるが家族の理解を得られない
ままに活動を続けている婦人がいることは一つの問題点として受けとめなければならない。
(4）家族への影響
実際の活動が家族にどう影響しているかについて調査した。結果を表10にまとめたが，主婦
の活動が家庭にはほとんど影響がなく，家族は今までと変わらないと答えた人が34.9%であり，
残りの65.1%の人はなんらかの影響を与えたと答えている。 どのように影響しているかについ
て，家族の雰囲気が暗くなったと答えた人はなく，明るくなったと答えた人が25名，夫が一緒
に泳ぐようになったが14名，子どもが一緒に泳ぐようになったが36名，クラブ員と家族ぐるみ
の付き合いをするようになったが12名であり，いずれもプラスの要素であった。
入会の動機でも「子どもに教えるため」「子どもと一緒に泳ぐため」「家族で楽しむため」 な
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表10 家族へ の影響 (109名100%)
工頁 目 は L、 L、 b、 え
夫が一緒lこ；永ぐようになった 14 12.84% 95 87 .16% 
子ともが一緒に泳ぐようになった 36 33.03 73 66.97 
クラプ員と家族ぐるみの付き合いをするようになった 12 11.01 97 88.99 
家族の雰囲気が明るくなった 25 22.94 84 77.09 
家族の雰囲気が暗くなった 。 。 109 100 
変わらない 38 34.86 71 65 .14 
ど家族が関与している項目があったが，ここでは，それを裏付けるように子どもに与えた影響
が最も大きかったと言える。また，家族が明るくなったと答えた人も多く， 主婦のスポーツ活
動が，家庭にプラスに機能している事実が確認されたといえる。
(5）周囲への啓蒙
クラブに所属して修得した水泳技術を周囲の
人々に教えたことがあるかについて質問した。
表11に示す通り，教えたことがあると答えた人
が56%，ないと答えた人が39.5%，無回答が
4. 6%であった。半数以上の人が教えたことが
あると答えている。
教えた相手については，夫と答えた人が8名，
ある
ない
NA 
合計
61 
43 
5 
109 
表1 周囲への啓蒙
55.96% 夫 8 13.11% 
子ども 36 56.02 
39.45 友人 28 45.90 
その他 13 21.31 
4.59 
100 85 
子どもが36名，友人が28名，その他が13名であった。教えた相手が子どもであると答えた人が
最も多かった。母親は子どもに最も身近な指導者と して水泳普及に貢献していることがここで
確認された。
(6）活動を始めての変化
水泳クラブに参加して，自分自身が変わったことについて，あらかじめ項目を設定し，最も
あてはまるものを一つ選択してもらった。項目は，身体的な変化として「風邪をひかなくなっ
た」 「行動が活発になった」「健康的になった」，社会的な変化として「仲間がたくさんできた」
「人と交流することが楽しくなった」，精神的な変化として 「性格が明るくなった」 「毎日が楽
しくなった」「自分自身に自信が持てるように
なった」である。 一つを選択することによって
被検者が最も大きな変化と感じていることを調
査した。
結果は表12の通りである。 仲間がたくさんで
きたが最も多く全体の32%を占めていた。次が
健康的になったの11.9%，交流が楽しいの8.3% 
の順で，他の項目については少人数ぱらついて
いた。 変化を身体的 ・社会的 ・精神的側面から
表12 活動を始めての変化
仲間がたくさんできた 35 
人との交流が楽しくなった 9 
生活に潤いが出てきた 5 
風邪をひかなく なった 6 
行動が活発になった 2 
健康的になった 13 
性格が明るくなった 1 
毎日が楽しくなった 4 
自分に自イ言がf寺てるようになった 4 
N A 30 
109 
32.11 % 
8.26 
4.59 
5.50 
1.83 
11.93 
0.92 
3.67 
3.67 
27.52 
100 
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検討すると，社会的側面が40.4%，身体的側面 表13 身体的健康価値l位と変化のクロス
が19.3%，精神的側面が8.3%，総合的な変化
として設定した「生活にうるおいがでてきたJ
は4.6%であった。なお，回答無しが27.5%あっ
た。
次に，活動の目的において身体的健康価値を
l位に上げた82名の人に対し「活動を始めて最
も変化したことJとのクロス集計を行った。結
仲間がたくさんできた
人との交流
生活に潤い
風却をひかない
行動が活発
健康的
毎日が楽しい
自信が出てきた
N A 
£口〉、 言十
30 
6 
3 
4 
2 
10 
3 
3 
21 
82 
果を表13に示した。「健康的になった」と答えた人は10名であった。最も多かったのは「仲間
がたくさんできた」と答えた人の30名であり，他の項目にOを付けた人は6名から 2名の割合
で数人ずつであった。
入会の動機では，「健康のため」と答えた人が最も多く，クラブ入会に際しては，身体的な
効果への期待が圧倒的であったと言える し，活動の目的においても身体的健康価値を最も重視
している人が全体の75%を占めていた。しかし，実際に活動を実施していく過程で最も大きな
変化と感じているのは身体的なことではなく，仲間との交流といった社会的な変化であったこ
とが明らかとなった。このような仲間との出合いや交流に価値を認めている事実は，スポーツ
クラブでは，人間関係がいかに重要であるかを示唆する結果であると言える。
(7) クラブに対する意識
①クラブへの満足度
現在の活動に対する満足度について調査した。結果は表14にまとめた通り満足しているが
80. 7%，どちらでもないが11%，不満であるがO，無回答が8.3%であった。ほぼ全員が満足
して活動していると答えている。
表15 クラフ運営に対する意識
表14 クラブへの満足度 民主的 71 65.14% 
満足 88 80.73% 専 制的 0.92 
不満 。 。 どちらとも 1 10.09 
どちらでもない 12 11.01 わからない 15 13.76 
NA 9 8.26 N A 11 10.09 
よロ〉、 計 109 100 」口〉、 計 109 100 
表16 クラフ員の活動態度 表17 成員自身の活動態度
自主的 45 41.28% 自主 的 46 42.20% 
依存的 36 33.03 依存的 30 27.52 
どちらとも 13 11. 93 どちらとも 21 19.27 
わからない 6 5.50 わからない 2 1.83 
N A 9 8.26 N A 10 9 .17 
fロ>. 五十 109 100 Aロλ 計 109 100 
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②クラブ運営に対する意識
次に，クラブの運営に対しての意識を調査した。その結果を表15に示した。民主的に運営さ
れていると答えた人が65.1%，専制的であると答えた人は0.9%，どちらとも言えないが10.1%, 
わからないが13.8%，無回答が10.1%であった。多くの人が民主的に運営されていると考えて
いるが，少数ながら専制的もしくはどちらとも言えないと感じている人がいることが判明した。
①クラブ員の活動態度
クラブ員全体の活動態度に対して感じていることを調査し表16に示した。クラブ員全体が自
主的 ・自発的に活動していると考えている人の割合は41%，代表者や指導者に依存していると
考えている人は33%，どちらともいえないが11.9%，わからないが5.5%，回答無しが8.3%で
あった。クラブ員は自主的 ・自発的に活動していると感じている人が一番多かったものの， 依
存的と答えた人も少なくないという結果を得た。
④成員自身の活動態度
次に成員自身はどのような姿勢でのぞんでいるのかについて質問した。 結果は表17に示す通
り自主的・自発的であると答えた人が42.2%，代表者や指導者に依存していると答えた人が
27. 5%，どちらともいえないが19.3%，わからないが1.8%，回答無しが9.2%であった。自分
自身の活動態度も，クラブ員全体の態度に対して感じていることとほぼ同様の結果であった。
四ま と め
主婦のスポーツクラブは，最初個人のスポーツ欲求を充足するために機能しているが，やが
ては，クラブ聞の人間関係が成員のパーソナリティに影響を与えるようになる。成員聞に共存
するための協同意識が確立され，まとまりを持ったスポーツクラブは，さらに地域社会に対し
でも機能するようになる。ここで事例研究としてとりあげたE市の婦人水泳クラブの実態は，
これらを裏付けるたいへん良い例で、あった。
E市の婦人水泳クラブの発達の過程や活動の実態からは，これらのクラブが行政や多くの
人聞が期待するスポーツクラブとして，地域社会に確実に機能していることが理解できた。創
立時にはいくつかの問題が発生し困難があったが，現在では，各クラブとも練習内容や親睦行
事にそれぞれ特色を出し，社会的にも意義のある活動を展開し健全な運営を行っている。荒井
氏はスポーツ集団において「競争のための共同関係」を形成している集団をチーム，「共存の
ための共同関係」を形成している集団をクラブという概念を示した。同じ婦人のスポーツクラ
ブでも，バレーボールやテニスなどの勝敗がつきもののスポーツは勝利主義的な傾向が認めら
れることがあるが，今回実態調査した E市の6つのクラブの場合， 荒井氏が示した競争より
も共存のためのクラブが運営されていることを強く感じた。
生涯教育の手段としてのスポーツ活動は，まず，運動を生活化することである。 E市の場合，
水泳を長く続けることの困難性を感じたが，継続している婦人では最高16年の人もあり，これ
らの人々にはスポーツクラブ活動が生活化されていると強く感じた。また，参加者にとってス
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ボーツクラブが，健康の維持・増進などの身体面に機能する以前に， クラブ内の人間関係から
生まれた仲間づくりの場として大きく評価されていることがわかった。水泳活動は，そこに参
加する婦人の人間形成に関与した教育的にたいへん意義ある活動となっているといえる。更に，
婦人の活動がその家庭に明るい影響を与えていることや家族の身近な指導者として水泳普及に
貢献していることは，E市の場合，社会が婦人に期待する活動が一つの理想的な形として展
開されているといえる。
しかし，クラフキ運営については，ほとんどの人が民主的であると考えているものの自分自身
の態度では，自主的 ・自発的と考える人が半数を越えす，依存的であると感じている人も少な
くないことがわかった。地域に根ざしたスポーツクラブとして更に発展的に存続するためには
婦人水泳クラブに参画する婦人ひとりひとりが，生涯教育の場であるという自覚をもって， 代
表者や指導者に依存することなく，自主的・自発的な活動態度を育てていく ことが今後の課題
として残されているといえる。
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